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実践家たちからの学びが、地域包括ケアの時代の道しるべとなる
地域包括ケアシステムを2025年までにすべて

の市町村に構築するという国の政策も残すところ6

年となり、その進捗状況には市町村格差がかなり

見えてきている。本書に収載された講義は、かねて

Facebook上で 1万人以上のメンバーに周知されて

きたものである。受講者は全国からそれぞれの地域

や立場の違いを越えて、たぶんかなりワクワクして気

づきの多さに驚きながら実際に参加したのだろうと

想像をふくらませた。筆者も書評を書くという役目を

忘れ、夢中で読みふけった。付箋の数が頁を繰るご

とに増えていった。

本書に収録されたカレッジ講義には、「教授」と

して、優れた実践家にとどまらず「未来の課題解決

のために全力で取り組んでいる情熱的かつ魅力的

な専門家」（「はじめに」より）が招聘されている。彼らの

メッセージはどれも刺激的で魅力的であるが、ここ

では高齢者ケアの学び（第Ⅱ部）に注目したい。筆者

は、これがあらためてわれわれ専門職に求められて

いるものと実感した。第Ⅱ部では7人の教授による

新しい知見や自身の確信に基づく実践知が余すこと

なく披露されており、筆者は生活モデルの下位概念

としての医学モデルという考え方をあらためて想起し

た。対象者の生活の質を上げるため、対象者自身が

もっていた力を取り戻してもらうため、医療は最新の

知見に基づき、知識や技術を用いる。治す医療から

治し・支える医療への転換は、医療の役割をしっか

りと果たすことを前提としつつ、それを何のために行

うのか、の認識の問題といえる。その認識のあいま

いさが、時として必要のない医療の提供となって、本

当に必要なサービスが提供されないという実態がま

だあるように感じている。

地域包括ケアシステムは連携が真骨頂、多職種協

働なくして地域包括ケアシステムなし、ということは、

かかわる誰もが知っている。しかし、なかなかこれが

スムーズにはいかない。それは、ひとつには連携とは

最終的には人と人の間に起きる出来事であるから、

ともいえるのではないか。連携に影響を与える要因

は多数ある。しかし、連携・協働は何のために必要

か、自分はどの立ち位置でこれを必要としているの

か、と問いをもつ人であれば、本書で示されている優

れた実践と、そこから導き出された説得力のあるメッ

セージからの気づき、学びは深く染み入ることだろ

う。自身のリフレクション（省察）と新たな行動への勇

気をもらったように筆者は感じた。

本書を在宅医療やケアにかかわる人だけでなく、

病院勤務の医療専門職や、住民の方にもぜひ勧め

たい。それぞれの立場での振り返りと再認識を促し、

自身が何をしたらよいかの道しるべになってくれる

に違いないと確信する。
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